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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　General tendencies of the secondary forests in the Shikoku Mountains are summarized as
follows:
　(1) Deciduous broad-leaved trees belonging to Fagaceae and Betulaceae are representative of
secondary forests.
　(2) Secondary forests are characterized by Ｐｒｕｎｕｓｊａｍａｓakｕｒａ Ｓりｒａエｊａｐｏｎｉｃａ，Ｃｌｅtｈｒａ.
baｒhineｒｖiｓ Ｈｙｄｒａｎｇｅａ夕ａｎｉｃｕlatａ^ Rhｕｓ tｒｉｃｈｏｃａｒｐａａ＾nd others, though ａ large number of
component species are also found in climax forests. Ａ noticeable fact is the luxuriance of
Ｐａｒａｂｅｎｚｏｉｎtｒilohｕｍ.
　(3) Except for the Ｐｉｎｕｓｄｅｎｓｉｆｉｏｒａ　ａndthe Abieｓ ｈｏｍｏｌｅｐｉｓcommunity occurring in places
no coniferous trees predominate in secondary forests.
　Ｑｕｅｒｃｕｓｓｅｒｒａはis dominant in the submontane region or the transition zone from the warm
to the cool temperate zone and　Ｑｕｅｒｃｕｓ ｍｏｎｇｏｌｉｃａvar. gro∫ｇ∫εΓrata predominates in the
montane region where the Ｆａを
temperate zone.　ＣαμaneaごΓεｱﾌata is generally accompanied with these ' oak forests, and such
trees as Ｃａリ'＞inｕｓlaコｃｉｆｌｏｒａＣａｒｐｉｎｕｓtｓｃｈｏｎｏｓkii ａndＢｅtｕｌａ ｇｒｏｓｓａａｔｅ often abundant in
secondary foｒｅｓtｓ. Bet?ａ ｅｒｍａｒ!it appears in the upper part of the montane region and in the
subalpine region.
　Most of the secondary forests mentioned above are regarded as coppices of deciduous trees
which have been used for firewood and charcoal. These forests, however, are being extensively
cut down for wood pulp and are changed to artificial forests ｏＩＣりｐtｏｍｅｒｉａ ｉａｐｏｎｉｃａand
Ｃｈａｍａｅｃｙpa石ｓ obtiiｓａ.The stands studied are examples of secondary forests remaining undisturbed
　(cf. Tables 1-6).
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に
　四国山地にひろく見られる二次林については，地域によってかなりよく研究されているところも
あるが，くわしい資料をともなってまとまった研究の結果は，まだ報告されていない．それでは実
態が不明なのかといえばそうではなく，今まで各地でしらべられた資料，ことに近年の植生図作製
や自然環境保仝調査の結果などから，ほぽ現状をつかむことができる(山中　1974).
　私は以前に，愛媛県東部の低山地の二次林について報告し(山中　1960),その後に山地帯につ
|ゝ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１いてＩＢＰの研究課題の一部として調査した結果は要約しておいた(山中 1971).また，高知市を
中心にした平地と丘陵地の二次林をまとめたとき(山中　1970),組成的なとj)あつかいの面から，
山地帯の二次林についてもふれたが，詳細は述べていない．ここでは主として, 1971年の報告の基
礎となった資料にもとづいて，四国山地の二次林の全般的な傾向を明らかにしておきたい．
　もっとも，広い四国山地の全域をくわしく踏査することは，現状ではとうてい不可能であるの
で，ここに対象とした地域は，ほぽその中部以西である．また，山地というのは，海抜1000 m 前
後以上で，冷温帯のブナ林の見られるところが主である．それ以外の地域や範囲については，参考
12 』迦　締眺七
となる今までの報告や資料もあるので，よほど例外的なものがないかぎり，まず結論に誤はないこ
とと思う．
　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　地　の　植　生
　おもな調査地である高知県の梶が森（５万分の１地形図　大栃），桑瀬峠（日比原），愛媛県の猿
田峠（伊予三島），赤星山（新居浜），笹が峰（日比原）および皿が嶺（松山南部）における二次林
の状況を，はじめに説明しておく．　　　　　　　　　　　　　　．
　組成については，ＩＢＰ－ＣＴ（Ｐ）でまとめた方法にしたがって，優占度と群度を主に調査した．
ただし，ここにあげた表では群度を省略し，優占度のみを横に階層ごとに示した．組成を明らかに
する表のくみかたには，必らず従わなければならない規則はな.いので，わかりやすい方法をとり，
また紙面の制約を考えて，このようにした.
　（1）梶が森（第１表）　海抜1100 m 前後から1400mの頂上までi尾根筋には低木をまじえたサ
サ原がひろがり，そのあたりの一部で下生にスズタケとササをともなうブナ林が残っている．調査
した二次林は，こうしたブナ林の下限に近いところめものである．
　ここでは明らかにクリが多く，コナラは少なくミズナラはまれであり，ヤマザクラやエゴノ牛が，
少なくないが，大部分は胸高直径20～25 cm 以下の小径木である．亜高木や低木ではシロモジが最
も多く，場所によっては上層木の少ないシロモジの群生も見られる．ほかにはリョウブ，シラ牛，
ヤマウルシ，タンナサワフタギ，コガクウッギなどがめだち，林床にはところによりスズタケまた
はササが密生する．こうした状態からみて，ここの二次林は一般にクリーシロモジまたはクリーシ
ロモジーススタケ群落とみなされる.
　（2）猿田峠（第２表）　高知と愛媛の県境にある猿田峠には，極相のかたちをとどめる林はほと
んど残っていない．ただ，高知県側の海抜1000 m 内外に，ごく小面積のモミ，ウラジロモミ，ブ
ナ，イヌシデなどの混生林かおり，下生にシキミ，スズタケ，コカンスゲなどが生えている．調査
地は愛媛県側の海抜1100 m のところで，ブナとイヌブナかわずかに残っていて，いちおう暖温帯
から冷温帯への推移帯上部の二次林と考えられる．
　林にはアカマッ，イヌシデ，ヨグソミネバリ，ゴナラなどの高木もあるが少なく，リョウブの多
いところで，リョウブーシロモジースズタケ群落のかたちをなしている．組成は比較的単純で，出
現する種数も多くはない．このようなリョウブを主とした二次林は，四国山地で例が少なくない.
　（3）赤星山（第３表）　燧灘に近い法皇山地の海抜1453 m の山である．この山と周辺の二次林
はかなりくわしく調査されており（山中　1960, 1973), 1000 m 以下では東赤石山，ニッ嶽，ハネ
ヅル山，豊受山など，どこともコナラとクリの混生林が多い．これから上部ではコナラに代ってミ
ズナラが出現し，その好例を赤星山に見ることができる．
　赤星山の少なくとも1200 m 以上は，明らかにブナ林が気政的極袖のはずであるが，現在はまっ
たく残っていない．二次林は山の南斜面の広い範囲に見られ，上.層木は胸高直径12～20cmの小径
のミズナラを主とし，クリ，ヤマザクラ，エゴノキなどをまじえている．林内にはシロモジとタッ
’ナサワフタギ，ところによりシラ牛，リョウブなども多く，･なかでもシロモジの繁茂がいちじる.,し
い．林床にはササ類がなく，草本の種数は少なくない執　とくにめだつ優占種を欠いている．林と
　　　　・　　　　　　　　　，；　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　・　　ｊしては,’ミズナラーシロモジ群落といえるものである.，
　（4）笹が峰（第４表）　石鎚山地の東部にある笹が峰では,’海抜1860 m の頂上周辺をはじめ，
東の平家平から西の寒風山まで，稜線ぞいはコメツツジ，ダイセン.ミツバツツジなどの低木をまじ
四　国　山　地　の　二　次　林　　　　　　　（山中）
Table χ、 Ｃａｓtａｎｅａｃｒｅｎａtａforest on Mt. Kajigamori、Kochi Prefecture
Juadrat number
Altitude (m)
Exposure
Slope (deg.)
Area (m)
Hoight(ni)/c・yer(%)
??
????
　　Numberof species
Castanea crenata
Ilex macropoda
Acer sieboldienum
Prunus jamasakura
Kalopanax pictus
Styrax iaponica
Quercus serrata
Alnus hirauta ｖ．aibirloa
Parabenzoin trilobu・
Clethra barbinervio
Sapium ■japonicum
Symplocos coreana
Rhus trichocarpa ・
Hydrangea pani culata
Euonymus oxyphyllua
Viburnum erosum
Viburnum phlebotrichura
Cornus kousa
Rhododendron decandrum
Pourthiaea villosa ｖ．laevis
Lyonia ovalifolia ｖ．oMiptica
Carpinus tschonoskii
Carpinus japonica
Acer micranthuni
Schisandra repanda
Hydrangea luteovenosa
Lindera sericea ｖ．glabrata
Lindera sericea　　　　　　・
Abelia spsthulata
Styrax shiraiano
Stephanandra incisa
ViburDum urceolatum
Sasamorpha purpurascens
Abolia serrate ｖ．buchwaldii
Viburnum dilatatum
Ro8a iasrainoides
Actinidia arguta
Struthiopteria niponi ca　，
Carex grallatoria
Hydrangea serrata
Viola grypoceras
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No. 1　Quarcus inongo！ica Ｖ．groaseserrata Ｔ１１， Melampyrum laxum Ｈ１． Solidago
　　　　　virgaurea OOP. asiatica Ｈ ●，Carex sachalinensis ｖ．sikokiana Ｈ ●，
｀　　　Lusula plumosa Ｈ ●，Disporum
sessile Ｈ +. Carpinua laxi flora Ｈｆ，
　　　　　Sorbus gracilis Ｈ ●，Sorbus iaponica Ｈ *, Pieri3 japonlca Ｈ 々
Ho. 2　Vitia flexuosa Ｔ，。,Acer mono Tj + Athyriun vidalii Ｈ・, Leuco-
　　　　　sceptrum stellipilum ｖ． tosaense Ｈ ＋
Ｎ０．３ Cornus controversa T, 1, Akebia t゛Ifoliata Ｓ ゛．Ｈ ゛．Ｐｙ゛０１ａJaponlca
　　　　　H +, Lysimachia japonica Ｈ +, Omphalodes japonlca Ｈ ●，Patrinia
　　　　　villosa Ｈ +, Eupatorium chinense ｖ．dissectuD Ｈ ４
No. ４　Pter。styraχ ｃ。ryrabosa Ｔ，・It +( Rhus amblgua ？，４，lU +, Acer tenui-
　　　　　foilum Ｓ ･, Viola ehikokiana Ｈ１， Horus bombycis Ｈ +, Rubus pec ti-
　　　　　tiellus Ｈ ＋
No. ５　Magnolia obovata ？･１， Ilex aerrata X, ≫, S ４，LeplsoruB usauriensia
　　　　　V. distans ？･+, Deutzia crenata Ｓ +, Rhododeadron kaeopferi Ｓ φ，
　　　　　Rubus illecebrosus Ｈ 。, Hydrangea petiolaris Ｈ キ
1ろ
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　　　　Table 2. Clethraゐarbi。ervis forest on the Saruda Pass, Ehime Prefecture
Alt. 1100m, Exposure NlOW, Slope 10-20r, Height T, 8-2Om, Tiit-Sm. S l-2ra, Ｈ 0.5II1
　　Quadrat number
　　Number of 3pecies
Clethra barbinervis
Ilex macropoda
Acer sieboldlanum
Parabenzoin trilobum
Symploooa coreana
Viburnum phlebotrichum
Sasaraorpha purpurascens
Lindera sericea
Struthiopteris niponica
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No. 7　Carpinus tschonoskii Ｔ，。, Fagus japonica T| +, Heliosma myriantha Til
　　　　　　Polystichumovatopaleaceum Ｈ 。, Athyrium･ vidalii ．Ｈ・,Paris tetra-
　　　　　　phyllaＨ ＋　　　　　　　　　　　　　　　　　｀　　　　　　‾
No. 8
No. ９
No. 10
Acer !rufinerve ’ｒｌ２，Euonymus oxyphyllus T, +, Viburnum dilatatum ？・●
Styrax japonica ？,２
Acanthopanax seiadophylloides T, 1, Kalopanax pictus T, +,
villosa ｖ．laevis Ｓ +, Callicarpa japonica Ｈ ＋．
Pourthiaea
えたササ原となっている．笹が峰北面の上部にはシコクシラベ林があり，また付近にはウラジロモ
ミをまじえたブナ林も残っている．二次林は上部にダケカシパ林があり，ほとんど純林状をなすこ
とが多いが，ダケカンバはブナ林地帯の中部まで下っており，そのような一例が，北斜面の1350 m
前後の調査地の場合である．
　ここでは，ダケカンバにまじってヨグソミネバリがあ’り，ブナやミズナラも混生し，胸高直径
25～35 cm の中径木が見られる．亜高木層にはリョウブとシロモジが多く，林床にはスズタケのほ
かササ（イシヅチザサ）も生ずる．組成はそれほど複雑でなく，ダケカンバ（またはヨグソミネバ
リ）－リョウブーシロモジースズタケ群落のかたちが普通である.
　（5）桑瀬峠（第５表）　笹が峰の西にある寒風山の南斜面で，国道の寒風山トンネルから旧道を
登る途中に，ミズナラの多い二次林がある．近くに残っている極相の林は，下生にササまたはスズ
タケの生ずるブナ林である．
　ここの二次林では，ミズナラにまじってコハウチワカエデが普通にあり，ともに胸高直径20 cm
以下の小径木が多い．亜高木はシロモジ，リョウブ,．タンナサワフタギなどを主とするが，とくに
シロモジがいちじるしい．林床の優占種はスズタケのとごろもあるが，ハイイヌガヤが少なくな
い．おそらく，もとの林はやや腕畔林型のものであったことが考えられ，現状ではミズナラーシロ
モジー（スズタケ）－ハイイヌガヤ群落である.
　（6）皿が嶺（第６表）　松山市の南にある海抜1271 mの山である．頂上近くには湿地や草原が
あり，人工林のほかにブナ林も残っているが，ミズナラを主とした二次林もある．
　ミズナラ林は1200 m あたりでよい例が見られ，ブナをまじえている．ミズナラ，ブナともに萌
芽による再生のすがたか見られ，胸高直径は大きなものでも20 cm前後の小径木が主である．林内
にはリョウブとタンナサワフタギか多いが，ネジキ，ヤマツツジ，キバナツクバネウツギなども少
なくないし，林床はササ（ミヤコザサ）で占められている／林のかたちからは，ミズナラーリョウ
ブーササ群落である.
　（7）その他　以上の６か所のほか，ほとんどおなじ組成め二次林は，四国山地の各地に見られる
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Table l、 Ｑｕｅｒｃｕｓｍｏｎｇｏttｃａｖａて･ｇｒｏｓｓｅｓｅｒｒａtａforest on Mt. Akaboshi、Ehime Prefecture
Quadrat number
Altitude (m)
Exposure
Slope (deg.)
Area Cm)
Height(ni)/cover(%)
?????
　　　Numberof species
　Quercus mongolica ｖ．grosseserrata
　Styrax japonica
　Castanea crenata
　Acer mono
　Alnus hirsuta ｖ．sibirica
　Parabenzoin trilobum
　Symplocos coreana
　Ilex crenata
　Hydrangea paniculata
Sapiura japonicum
　Clethra barbinervis
　Acer sieboldianura
　Pourthiaea villosa ｖ．laevia
　Viburnum phiebotrichum
　Acer
rufinerve
Ampelopsis brevipedunculata
　Viburnum dilatatum ・
　Viburnum erosum
　Lindera serioea ｖ．glabrata
　Deutzia crenata
　Stephanandra incisa
　Berberis thunbergii
　Smilax china
　Aster ageratoides ssp. leiophyllus
　Solidago virgaurea ssp. aslatlca
　Tricyrtis affinis
　Viola grypoceras　　　　　　　　　｀
　Viola dissects ｖ．eizanensls
　Akebia trifoliata
　Asarum asperum
　Tylophora aristolochioides
　Maackia floribunda
　Euonymus oxyphyllus
　Disporum sessile
　Polygonum cuspidatum
　Luzula plumosa
　Dioscorea tokoro
　Dumasla truncata
　Rubus palmatus
　Polygonatum falcatum
　Struthiopteris niponica
―??????????
??
????? ― ―???
??????
??
????
?
???
?? ー ????????―??????????
●●●●
･ . ･ +
●●●●
● ● ●
???
･ . ･ +
●●●●
●●●●
･ . ･ +
･ . ･ 4-
. . ･ +
●●●●
●●●●
●●●●
●●●●
?????????????????????????????????――
??
?
??????????
?
?
?
?
? ????????????
??
?????
????????????
????????????
. . ･ +
●●●●
.. ++
●●●●
●●●●
．．・＋
●・●十
●・●φ
．．●十
．．．十
．．ぷ＋
･ ･ ･ +
■ . ･ +
．・．＋
．・●÷
●●●●
??
. . . +
●●●●
●●●●
●●●●
●●●●
? ‥‥‥ ?‥‥‥‥‥。 ? ‥‥ ?
??
?
●●●●
●●●●
●●●●
．・．十
．・．＋
●●●●
● ● ●
．１
．・●φ
･ ･･'*'
･ ･ ･ +
●・●十
･ ■ ･ +
．．●十
●●●●
●●●●
●●●●
●●●●
● ● ●
．．．十
．．・＋
．・．十
．・●＋
■ ■ . +
●●●●
ー????????
????????????????????????
???? ??????―???????????―? ? ?? ―― ―?
．十．．
･ +. ･
･ . ･ +
・・＋＋
・・十十
●●●●
･ ･ + +
．．十＋
．・●＋
･ ･ ･ -f
.. ■ +
. . ･ +
●●●●
●●●●
●●●●
･ . ･ +
．．．十
●●●●
● ● ●
● ● ●
･ . . +
　　　15
　　1280
　　S50E
　　　15
　10×10
　15/60
　　8/60
　　2/'4O
ｏ・5/20
　　　35
　　13βR
　　42キキ
　　．十＋＋
　　.1++
　　●●●●
　　●●●●
　　.32 +
　　．１十十
　　●・●＋
　　●●●●
　　.2 + +
　　．＋＋．
　　．１．キ
　　.. +.
　　.. ++
　　. +. +
　　●●●●
　　．・．＋
●●●●
‥１÷
●●●●
● ● ●＋
.. ･ +
･ ･ ･ -f
...1
●●●●
●●●●
●●●●
●●●●
●●●●
●●●●
･ ･ ･ +
●●●●
●●●●
．・．十
●●●●
●●●●
●●●●
．．．十
．・．＋
No. 11　Prunus jamasakura Ｔ１２，Euonymus alatus ｆ． ciliatodentatus Ｓ ４，
　　　　　１　H+, Ilex pedunculosa Ｓ ■f,H -f, Campanula punctata Ｈ +, Kalo-
　　　　　　　panaxpictus Ｈ ＋
No. 12　Salix sieboldiana %. +.
No. １３　Symplocos chinensis ｖ．l゛eucocarpa ｆ･ pllosa Ti+, Vitis flexuosa
　　　　　　　Ti+ , Pteridium aquilinum ｖ．latlusculum Ｈ +, Desmodium oxyphyllum
　　　　　　　H+, Viola hondoensis Ｈ +, Angelica pubescens Ｈ +, Pyrola japonica
　　　　　　　H+, Godonopsis lanceolata Ｈ +, Arisaema tosaense Ｈ + , Rosa
　　　　　　　multifloraＨ +, Lonicera Japonica Ｈ ＋
No. １４　Carpinus japonica Til, Ｓ‘●，Stowarti戸pseudocamellia Ti+, S十, H t.
　　　　　　　Ilexraacropoda Ti +1 Hydrangea scandens Ｓ１，Ｈ １， Abella tetra-
　　　　　　　sepalaＳ +, H +, Lindera erythrocarpa Ｓ +, Leptogramma mollissima
　　　　　　　H+, Osmunda japonica Ｈ +, Tripterospermum Japonicum Ｈ +, Schlsandra
　　　　　　　repandaＨ ＋
ＮＯぶ１５　Cornus cousa Ｔ２。, Rhododendron dacandrum Ｓ １，H +, Lonicera
　　　　　　　gracilipesｖ・ glandulbsa Ｓ +, H +, Schi zophragma hydrangeoides
S +, H ４，Fraxinus lanuglnosa Ｓ +, Viburnum furcatum Ｓ +, Thely-
pteria Japonica Ｈ １， Skimmia japonica ｖ．intermedia ｆ・repena Ｈ ＋
Dioscorea septemloba Ｈ ÷, Rosa iasminoides Ｈ +, Acer tenuifolium
H +, Rhus ambigua Ｈ ＋　　　　　　　　．，
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Table 4. Betula。､･manii forest on Mt. Sasagamine、Ehime Prefecture
Quadrat number
Altitude (m)
Ｅχposure
Slope (deg.)
Area (m)
Height(ni)/cover(%)
Number of species
??
??
??
Betula erraanii
Acer sieboldianum
Styrax japonica
Betula grossa
Kalopanax pictus
Fagus crenata
Parabenzoin trilobum
Clethra barbinervis
Euonymus oxyphyllus
工lex macropoda
Pourthiaea villosa V. laevis
Sasamorpha purpurascens
Abies homolepis
Hydrangea paniculata
Acer shirasawanum
Viburnum furcatum
Careχ morrowii
No. 16
　　　16　　　　17
　1340　　　1340
　N55W　　N55W
　　　　5　　　　5
　10×10　　10jく10
　18/70　18/80
　8/50　　8/6o
1.5/90 1.5/１００
０.3/２０　0.3/20
　　１８
TiUSH
３●‥
・．＋十
＋．．＋
●●●●
2...
＋．．．
.3++
．２＋＋
.1++
●●●●
●●●●
‥ｊ１
．．＋．
・．＋＋
．．十＋
. . +.
●●●●
　　13
TjiiSH
j●‥
. + + +
り‥
●●●･●
1...
●●●●
.31 +
･ 3++
.2.+
●●●●
‥52
●●●●
.. + +
●●・十
●●●●
●●●●
　　　　18
　　1う５０
　　N70W
　　　　３０
　１０×10
　20/80
　　8/60
　2/100
Ｏ･3/10
　　　　12
　　T|'5SH
　　３･‥
　　２＋．．
　　21..
　　●●●●
　　･ ･ ･ ･
　　●●●●
　　．２＋＋
　　.2 + +
　　.2.,
　　.2 + .
　　. +. .
　　‥５１
　　・．＋．
　　●●●●
　　●●●●
　　●・＋●
　　．．．＋
　　　19　　　　20
　　1350　　　136o
　　N70W　　N70W
　　　30　　　　20
　10×10　　10×10
　20/90　20/90
　　8/70　10/50
　2/100　2/１００
Ｏ･3/50　０.3/1０
　　２１
叩βＨ
２‥．
２‥＋
．＋＋＋
ｊ●‥
●●●●
1++.
.21 +
.2 + .
.2 + +
●●●●
.:Lキ.
‥51
・・＋.
●●●●
●●●●
●●●●
● ● ●
２
　　１１
T,ISH
＋．．●
２＋．．
●●●●
３‥●
●●●●
●●●●
．２＋＋
･ 31 +
. +..
・＋．．
●●●●
‥５１
●●●●
･ ･ ･ ･
●●●●
●●●●
●●●●
Sasa sp.　Ｓ４，Ｈ２，Osmunda japonica Ｈ +, Polygonum cuspidatum
H +, Paris tetraphylla Ｈ +, Acer argutuDi Ｈ ＋･
No.　１７　Stewartia monadelpha Ｔ，1, Cephalotaxus harringtonia ｖ・　nana
　　　　　　　　S+, H +, Rhus arabigua Ｈ ＋
No. 19　Sorbus commixta ｌ; 2, S +, Quercus mongolica v. grosseserrata
　　　　　　　　Ｔ１2, Symplocos coreana Ｔ２２， Hydrangea petiolaris Ti+, H +,
　　　　　　　　Fraxinuslanuginoｓａ Ｓ +, H +, Polygonatura falcatum Ｈ ＋，
　　　　　　　　Berberis thunbergii Ｈ +, Deut･２ｉ!ｌcrena参ａ ｖ・　nakaiana Ｈ ＋，
　　　　　　　　Schizophragma hydrangeoides Ｈ ＋
Ｎ０.２０　Phellodendron amurense Ｔ１1, Pterostyrax corymbosa Ｔ１ ，
　　　　　　　　CareχΓeinii Ｈ ＋
が，ほかに二，三の例をあげておく．
　徳島県大歩危近くの国見山(1409m;では，上部にブナ林が残るか，中腹の二次林ではコナラと
クリの混生林にリョウブが多く，林内にシロモジが茂り，林床をササが占めている．海抜1040m，
S 30°Ｗむきに傾斜25°のところでは，次のような組成が見られる，（調査面積10×10m).
亜高木層（６－８ｍ，７０％）　リョウブ３，コナラ２，クリ２
亜高木層（３－５ｍ，３０％）　シロモジ２，シラキ１，カマツカ十，－クソナサワフクギ十，コバノガマズミ十
低木層（0.5－ 2 m， 40％）シロモジ３，シラキ１，アカシデ十，ケクロモジ十，ノリウツギ十，カマツカ
　十，コマユミ十，オオモミジ十，トサノミッバツツジ十，タンナサワフタギ十，コバノガマズミ十，オトコ
　ヨウソメ十，イヌガヤ十，ホド刊サルトリイバラ十
草木IS (0.5m以下，100％）　ササ５，コウヤボウキ１，ワラピ十，イタドリ十，アキノキリンソウ十，ヤ
　マジノホトトギス十，イヌシデ十，コナラ十，ヤマグワ十，シロモjジ十，ケクロモジ十，ノリウッギ十，コ
　ゴメウツギ十，カマツカ十，シラキ十，エゴノキ十，クンナサワフタギ十，コバノガマズミ十，イヌガヤ
　十，イヌツゲ十
石鎚山地の伊予富士の南面にはブナ林があるが，二次林ではイーヌシデ，クマシデ，コハウチワカ
四国山地の二次林　　＿__こ山主と
Table 5.　Ｑｕｅｒｃｕｓｍｏｎｇｏｌｉｃａvar. grosseserrata forest on the Kuwaze Pass
　　　　　　　Kochi Prefecture
Quadrat number
Altitude (m)
Ｅχposure
Slope (deg.)
Area (m)
Height(m)/covor(%)
Number of species
T,
Tz
S
H
―?????????????
? ?
? ??????
??
???????
??
???? ―?????? ?
Quercus mongollca ｖ．grosseserrata　２
Acer sieboldianum
Tilia japonica
Acer mono
Pterostyrax corymbosa
Stewartia monadelpha
Parabenzoin trilobum
SymplocoB coreana
Pourthiaea villosa ｖ．laevis
Clethra barbinervis
Euonymus oxyphyllus
Fraxinus lanuginosa
Acer tenui folium
Acer argutum
Cornus kousa
Rhus trichocarpa
Styrax shiraiana
Cephalotaxus harringtonia ｖ．nana
Sasamorpha purpurascens
Hydrangea paniculata
Deutzla crenata ｖ．nakalana
Viburnum wrightii
工lex raacropoda
Abies homolepis
Rosa jasminoides
Menziesia pentandra
Berberis thunbergii
Tripterygium regelii
Rubus palmatus
Athyrium vidalii
Carex morrowii
Aster ageratoides asp. leiophyllus
Struthiopteris niponica
Rubus microphyllus
Carex sachalinensis ｖ．aureobrunnea
Polygonatum lasianthum
Polygonum cuspidatum
Isodon longitubus
Scrophularia duplicatoserrata
Peracarpa carnosa　　　　‘
Carex filipes　　　　　　　‘
■ ■ ■ +
●●●●
ゝ●●●
.'*1+
．１十十
･ ･ +･
・ｊ＋＋
．１＋＋
. . ■ -f
●●●●
．２．÷
●●●●
●●●●
‥２２
‥１＋
・．＋＋
･ ･ +･
．．．＋
．．＋＋
．．十．
．．＋÷
●●●●
●●●●
．．・十
..■■<■
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‥●ｊ
. . . +
･ . ･ +
●・●＋
●●●●
. . . +
● ● ● ●
● ● ● ●
??????????????????????????
???????
?―?????
　　29
EllSH
３‥＋
１＋‥
●●●●
●●●●
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.32 +
.2 + +
.1++
.3**
・●●●
++. .
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. ■ *･*■
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. -f..
..3.2
．．２十
．・．･＋
.. +.
．．十＋
．．十．
畢●●●
十．
＋．
●●
＋＋
．．・十
●●●十
‥●
３
●●●●
...1
‥．１
●●●●
●丿●●
●●●●
●●●●
●●●●
●●●●
●●●●
??
???????????
???????????? ??? ―? ???? （ ? ）? ? 》????
????????
? ?
??
?
? ??
????????
。 ???????― ?
XTiSH
３‥＋
２キ十＋
1‥．
●●●●
+ . ..
･ +･'･
.21 +
.2.+
. . . +
．･２＋キ
.1.+
・＋＋＋
●●●●
･ . ･ +
.2 + .
＋＋
22
1＋
＋＋
＋●
■ . ･ 4>
･ ･ +･
･ ･ +･
●●●●
･ ･ + +
●●●●
. .. +
‥．１
･ . ･ +
...2
･ . ･ +
．・●÷
･ ･ ･ +
● ● ●
● ● ● ●
● ● ● ●
●●●●
●●●●
●●●●
ij'ESH
ｊ‥●
ｊ‥＋
３●‥
●●●●
.1+.
十．．●
．３１・
.2 + +
．．十.
●●●●
. ■ ･ -f
．＋＋．
･ 4-. .
●●●●
＋．
●●●●
..22
..1+
●・●÷
．．＋φ
･ * -f +
●●●●
･ ･ +･
●●●●
●●●●
. . ++
. .. +
...1
．．．十
.. .1
‥●３
●●●●
‥．２
･ . ･ +
. . . +
．．．十
･ ･･■*■
･ ･ ･ -f
．．．十
尽?
1++.
●●●●
1.‥
●●●●
.41 +
.1++
.1+.
．１‥
●●●●
●●〃●
．＋＋＋
●●●●
●●●●
.1+.
●●●●
●●－６=
‥
４１
･ ･ ･ -f
・・十●
●●●●
●●●●
●●●●
●●●●
●丿●●
■ ■ +･･■
●●●●
...1
・・．＋
●●●●
‥．１
●●●●
●●●●
●●●●
●●●●
．・．＋
．・．十
．・．＋．
．・．●
．・．今
No. 21　Carpinus laxiflora Sキ, H +, Carpinus tschonoskii S +, Acantho-
　　　　　　　panaxsciadophylloidea Ｓ +, Fraxinus sleboldiana Ｓ +, Tylophora
　　　　　　　aristolochioides H +,Galium pogonanthum Ｈ +, Eupatorium chinense
　　　　　　　ｖ．simplicifoliura ｌ｛Ｊか.Paris tetraphylla Ｈ・, Weigela decora Ｈ ＋
No. ２２　Lyonia ovalifolia ｖ･･ olliptica Ｔ２+, S +, Tsuga sieboldii Ｔ２＋，
　　　　　　　Rhododendron decandrum Ｓ １， H +, Cryptomeria japonioa Ｓ ＋，
　　　　　　　Athyrium wardii Ｈ +, Hugeria japonica ｊ｛φ
No. ２３　Carpinus japonica Ｔ･２， Actinidia arguta Ti 。, T,+, Acer shlrasawanum
　　　　　　　Ti+, S +, H +, Stephanandra incisa Ｓ +, Hydrangea serrata Ｈ ＋，
　　　　　　　Kalopanax piotus Ｈ +- Sambucus sieboldiana Ｈ +, Schisandra repanda
　　　　　　　H+, Rhus ambigua Ｈ ＋
No. 24　Euonymus sieboldianus ｖ． nikoensis Ta１，S +, Hydrangea petiolaris Ｔλ
　　　　　　　+,Zantho?tylum piperitum Ｓ 。, Polystichum retrosopaleaceum Ｈ ＋，
　　　　　　　Rubusillecebrosus Ｈ +, Panax Japonicus Ｈ +, Swertia bimaculata
　　　　　　　Ｈ＋
No. ２５　Cornua １｀･controversa T| +, Rosa onoel Ｓ +, H +, Carex Γelnii Ｈ ２
　　　　　　　Polystichum ovatopaleaceum Ｈ ●，Athyrium squamlgerum Ｈ・，
　　　　　*Hypericura pseudopetiolatum ｖ．kiustanum Ｈ +, Cardiocrinum
　　　　　　　cordatumＨ +, Ligustrum obtusifolium Ｈ ＋
17
. .+1
・・＋÷
．．１÷
●●●●
●．．＋
... +
●●●●
・●．＋
●．＋．
●●●●
・．．＋
・．．＋
・・＋＋
‥●５
‥．２
●．．＋
●．．十
・．．＋
．．．＋
●●●●
・・．＋
‥．１
．．＋
．．十
エデなどの混生が見られ，林内にリョウブとシロモ・ジが多く，林床にスズタケが生ずる．こうした
シデ林は，四国山地では中部以西にもまれでなく，四国カルスト地域や南西部の滑床・黒尊山地ま
で見られる（山中　高知県植生図解説　未刊）．
No. ２６　Arisaema iyoanum Ｂ ＋
No. ２７　Rubus palmatus Ｈ１，Pyrola nephrophylla Ｈ 。, Carex breviculmis
　　　　　　　H+, Tricyrtia affinis Ｈ ＋，･Ｉｌｅχcrenata Ｈ ＋
No. ２８　Euonymus oxyphyllus Ｓ 。, Carplnus tschonoskii Ｈ 。, Acer rufinerve
　　　　　　　Ｈ＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀Ｎ０．２９ Sasamorpha purpurascens Ｓ２，Viburnum ･phlebotrichum Ｓ・, Luzula
　　　　　　　plumo6aＨ ＋
No.　３０　Cornus kousa T, +, Pouthiaea villosa ｖ．　laevisＳ +, Polygonum
　　　　　　　cuspidatumＨ ＋
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Tab＼e 6. Ｑｕｅｒｃｕｓｍｏｎｇｏｌｉｃａvar.grosseserrata forest on Mt. Saragamine,
　　　Ehime Prefecture
Quadrat number
Altitude (m)
Ｅχposure
Slope (deg.)
Area (m)
Height(ni)/cover(%)
　　26
1200
N75E
　’5
　　27
12００
Sk^E
　　　5
?
??‥。???
　　Number of species
Quercus mongolica ｖ．gro8seserrata
Fagus crenata
Clethra barbinervis
Carpinus iaponica
Lyonia ovalifolia V. elliptica
Symploco8 coreana
Hydrangea paniculata
Rhododendron lagopus
Hydrangea petiolari8
Lepisorus ussuriensl8 V, distans
Acer sleboldianum
Vaccinium emallii V. glabrum
Rhododendron kaempfeΓ１
Abelia serrata V. buchwaldii
Acanthopanax sciadophylloides
Viburnum wrightii
Viburnum erosum
Viburnum dilatatum
Rhus trichocarpa
Ilex macropoda
Abelia spathulata
Lindera sericea ｖ．glabrata
Rhus ambigua
Sasa ８ｐ･
Disporum smilacinum
Struthiopteris niponica
Osmunda japonica
Careχ siderosticta
Hydrangea luteovenosa
Qalium trifloriforme
Deutzia crenata
Viburnum urceolatum
Astilbe thunbergiiAsarum dimidiatum
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　,滑床・黒尊山地にはブナの幼令林があり，また石鎚山地の伊吹山周辺には中～大径のミズナラの
林があるが，これらは上層の優占種を除くと，極相のブナ林とは組成的にほとんどちがいがない．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ
　今まで調査した結果から，四国山地の二次林の傾向や特徴，現状と今後のとりあつかいなどにつ
いてここにすこしふれておく．
　わが国の二次林には，極相林と同様に，針葉樹林も広葉樹林もある．そのうち，常緑広葉樹林
は，四国ではおもにシイおよびアラカシの萌芽林であるから，四国山地の海抜1000m以上にないの
は当然である．また針葉樹林の大部分はアカマツ林であるか，これも低地に多く，四国では山地こ
とに冷温帯の範囲には少ないのが実状である．したがって，残る落葉広葉樹林が，四国山地の二次
林の大部分を占めているとみてもよく，低地にくらべて山地の二次林は，ずっと単純になる．
　ただ，ここで注目しておかねばならないのはウラジロモ.ﾐ林で，四国山地ではウラジロモミの幼
令林をしばしば見かける．たとえば，徳島県三嶺の北面などではかなり広い面積を占めている．こ
れは明らかに二次林であるが，このように二次林とともに極相に近い林でも上層の優占種になるも
のは山地では少ない．こうしたウラジロモミ林は，二次林としても，針葉樹林としても，例外的な
ものといえる．
　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　，　　　　　　　　　　　　　　－　　　●●　●極相林とはちがって，二次林は地理的または気候的に異なったところでも おなじ型のものが多
いとされている．この事実は四国でもまちがいなく，コナラ，クリ，リョウブなどは平地でも二次
林の主要な要素となっている．ただし，コナラは暖温帯から冷温帯下部までの範囲で優占種となる
ことか多く，反対にミズナラはそれから下降することはまれである．この傾向は四国に限らず，本
州でも東北地方までおなじであるが（吉岡　1952),ミズナラ林からの退行遷移でコナラ･林にかわ
ったと思われる例（樫林　1973)は，四国山地ではまだはっきりと認められていない．
犬温帯の森林では，ブナ科の樹木がきわめて重要なものであることが指摘されている（堀田1974･）.
これは，わが国でも，極相と二次林，低地と山地，それらのいずれにもあてはまる事実であるが，
極相から二次林へかわることによって，さらにカバノ牛科の樹木の混生または増加という傾向ない
し特徴がある．四国山地でも，ヨグソミネバリや上部ではダケカンバが出現し，アカシデ，イヌシ
デなども混生することが多くなる．こうした点では，簡単に落葉広葉樹林といっても，二次林は極
相林よりもむしろ多様となり，また自然環境のほかに，人為の影響の程度や遷移段階のちがいによ
って，相観や組成の異なることが多く，必らずしも一様なものではないということになる.
　　　，　　　f÷　　　　　　　　　　　　　　　　　.しかし，調査したクリ，コナラ，ミズナラなどの二次林には，ヤマザクラ，リョウブ，エゴノキ，
ノリウツギ，ヤマウルシなどの共通の植物があって，それなりに一つのまとまりをもっている．同
時にコハウチワカエデ，シロモジ，タンナサワフタギなど極相林に随伴するものも少なくないし，
シラ牛，ヤマボウシ，ツクバネウツギなどブナ林の区分で問題になる植物もある．これらによって，
極相林のほかに二次林をも含めて冷温帯の林を，植物群落学的に組成からどのように体系づける
かについては，必らずしも意見の一致が見られず（宮脇ほか　1964, 1971,佐々木　1970,山中
1970),ここでも論議をさしひかえる．ただ，極相林にしろ，二次林にしろ，相互の関係は，組成
の質的な性質を主にするか，量的なちがいを重視するかによって，見解が異なってくるのは当然で
ある．けれども，上層木の量的な異同か，しばしば重要な意味をもつことは否定できない．
　四国山地の二次林では，ブナの萌芽林が広い範囲にまとまって存在している例はあまりない．な
お，上層に高木を欠くときには，リョウブやシロモジの叢林がよく見られることをさきに指摘した
が，とくにシロモジの優勢なのは，西日本の山地，ことに四国の場合には，非常にめだつことであ
る．
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　二次林における優占種および組成の･ちがいは，環境や人為のりかんにもよるが，必らずしもぞれ
だけが原因とはいえない．たとえば，暖温帯から冷温帯への推移帯では，萌芽しないモミ‘およびツ
ガが多いため，二次林の多くはコナラ，クリなどの落葉広葉樹林か主になる．したがって，おなじ
型の二次林といえども，それぞれの自然性ないしは回復の可能性が，まったく同一であるとはかぎ
らない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つに　，
　四国地方で二次林の占める面積は，人工林とならんで広くレ最近環境庁から発表された報告(1974)
では，仝士の約38％となっていて，そのうち最も多いのはアカマツ林である．それにつぐのが落葉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　■■広葉樹林であるが，その多くは海抜500～600m以上口啄温帯上部から冷温帯の地域のもので弗る･．
　四国のいわゆる山村の集落の多くは，海抜800m前後以下にあるが，ところによっては1200?に
及んでい’る．しだ･かって，森林の伐採も以前からかなり高地に達し，近年までの採草地および現在
の人工林地Iも，高いところは1500mをこしている／こうした範囲ての二次林の多くは，かたちとし
ては萌芽林であり，また薪炭林として利用されてきたも=のである．
　現在では，極相林とともに，ごうして残ってきた二次林も，一方では伐採されたあと人ｺご林化が
すすみ，他方ではそのまま放置されているところもある，とれらの二次林の今後のとりあつかいに
ついては，それぞれの実状に即して検討を要することが少なくない．たとえば，少なくなりつつあ
る極相林への復元，それとは異なった二次林という型の植生の存置，二次林そのものの薪炭以外の
利用，人工林または草地への転換の可否，植生の均衡ないし多様化のための配慮など，多ぐのこと
が含まれている．　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　’
　　　　　　●･，　　　　　　　　　　　　ま　　とｊ　ｊめレダ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・　　　　　　　　　　　　　　　１・　・
　四国山地の二次林では，海抜1000～1100m前後以下にコナグ，それより上部ではミズナラが多く，
クリをまじえた林が普通である．また1400m近くからよで凪とこ,ろによりダケカンバめ優勢な林
が出現する．こうした二次林では，ヨグソミネバリφシデ類の多いこともあり，林内にはリョウブ
やシロモジがめだち，ことにシロモジの繁茂が一般にいちじるしいレ
　･山地の二次林は低地ほど多様でなく，ブナ林を気候的極相とする地帯では，アカマツ林が少な
く，ウラジロモミの幼令林を除くと，ほとんどが落葉広葉樹林である．しかし，はっきりしたブナ
そのものの萌芽林はあまり見られない．　　　　　　　レ　　ノ　　，
　優占種や組成は林によって多少の相違があり，またそれぞれに極相林と共通の要素も少なくない
が，二次林は別に一つの組成的なまとまりをもっている⊃こ'れらめ二次林の一部は，現在人工林な
どに変えられつつあり，また放置されているところ,もあるが，今後のとりあつかいについては，検
討を要することが少なくない．　　　　　　　ｌ　　　し
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１．コナラ，エゴノキなどを主とする低山地の二次林（愛媛県赤星山近くのガソウ越）.
　　　　The secondary forest consisting of QｕｅｒｃｕｓｅｒｒａtａＳtｙ　ｒａｘjｓf〉ｏｎｔｃａａｎｄ others in the
　　　submontane region (The Gaz6 Pass near Mt. Akaboshi, Ehime Prefecture).
２
３
４
ミズナラを主とする二次林（愛媛県赤星山）.
　　The secondary forest dominated-by ＱｕｅｒｃｕｓｍｏｎｇｏＵｒａvar.gros∫εμΓΓａは(Mt. Akaboshi,
　Ehime Prefecture).
ミズナラの中径木よりなる林(愛媛県伊吹山).
　　The forest of medium-sized ＱｕｅｒｃｕｓｔｎｏｎｇｏＵｃａvar. ｇΓosseserrata (Mt. Ibuki, Ehime
　Prefecture).
ウラジロモミの幼令林（徳島県三嶺）.
　　The forest of young Ａｂｉｅｓｈｏｍｏｌｅｐｉｓ(Mt.Miune, Tokushitna Prefecture).
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